
マリアナ弧北部小日吉 海山における「しんかい2000 」

による潜航調査結果の概要

仲　 二郎＊|

北部マljアナ海域の1;3弧|;の誨砲火|||の･ つ 小II吉海li』の上滞において．ｒＬんかい2000j

によりその火山地質を調査するために潜航を行った．糾査範囲ほぽすべてにわたり．比較的厚

い熱水性の思われるマ ンガン酸化物が海底を覆ってお り.li{接火|||岩３ の露頭を観察すること

はできなかった．

キーワード：北部マIJアナ弧火111

An  outline of the SHINKAI  2000  dive at the

Ko-Hiyoshi  Seamount,  Northern  Mariana arc

Jiro NAJKA*2

A  OSRV  "SHINAKI  2000"  diving  was  canied  out  at the  summit  area  of the  KoHiyoshi

sea  mount  whtch  ts one  ol a submarine  froiital arc volcano  it) Ihe  nonhern  Mariana  arc. The

purpose  of this dive  was  the  investigation  of Its volcanic  geology.  Most  sm"veyed  area  was

covered  comjwaltvely  thick Mn>oxide  deposit, which  is thought  to be  related hydj*olht*rmalism.

and  tltei e was  no  volcanic rock exposure.
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1. は じ め に

伊豆小笠原弧の鹵につらなるマリアナ弧には伊豆小笠

l暝弧同様，鳥弧上に火山フロントの火山が違なっている

（1111）。これまでに，その巾の海底火11jの内，伊豆小笠

原張上の明神海『i， 水峨海山や海形海II』では主として

「しんかい2000 」により潜航調査が実施されてきた。し

かし，マリアナ弧上の，その北部においては，米国の潜

水翻査船「ア ルビン」が春日海山で， また ｒしんかい

6500 」日光海山でわずかに数川の潜航調査を行った実績

等があるのみである （Flｙｅｒ1990 など）。

1997 年10 月に「しんかい2000 」による北部マ リアナ

弧において，北，巾及び小|･l･111海|||でその火山地質の瀞

航調査を行った。齠米として「しんかい2000 」の淋航瀏

壼は台風の彫響で小|.l吉海山においてのみ実施したにと

とまった。ここではその結米の概要を報il?する。
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2. 日 吉海山について

マ'J ア ナ弧｡11で は北端 から。 北硫此励， 硫黄烏，・・

黄島， 徊 徳 海lj｣に続 き北 緯23 度付 近にあ る 一連 の北，

巾，|偈， 小IEI吉が連なる( 図2) 。 す ぐ北側の柵徳海111付

近から，マ リア ナ弧の活動的 な背弧 海盆であ るマIJ アナ

トラフが地 形的に以 著に なり， そ れよ|) 』ﾋ佃 の硫黄 心等

がほ ぽ南北につ らなって いる のに対 し，こ れらの日 古海

山は 北北 西一南南 東方向 に迎なって いる。 こ の内 南日吉

海|||は1985 年に 海底 火11j噴 火を起こ した活火山で ある。

また， その北側にある 南硫黄島 などは アルカり岩の 火山

岩からなる 火山で,  1935 年の 甫日吉海山の喰火で もアル

カIJ 岩の 火山 公を|叭出 したこ とや，小 日吉海||】より南の

|･|光海山な どで もア ルカリ岩が産出するこ とから( 鵬浅，

'-K木1982 ， 小坂1990) こ れ らIEI吉 海|11もア ルカリ岩の

火|||岩からなる ものと考えら れ，伊 豆マリア ナ弧上の火

山の中では 特異的 な位置を占めて いる。

既 存の地 形|蚓では 各火ljlのう ち上|]i な海IIIは他の もの

とy1 なりそ の|【|頚部は やや複 雑な地 形を呈 しており。 む

しろ 東 西に 延び た尼 根 を 伴って い る( 中 尾ほ か1986 ，

Sinoot  1988, 霧 鳥他，1995) 。 またその水深は400m 程度

であ る( 今回の 調査で 「なつ し ま｣ の ＰＤＲで 確忽. Sun

ｅｌ ａｌ.,本兮) 。そ の他の中， 南， 小 口吉海||】はトラフの東

にin つてほ ぼ北 北 西-・| 匐東 方向に 延び たj･6根 を伴 って

お り。 お 互いが連なっ たような 地形を 呈して いる。中 日

占海|||の 彖浅 郤は 今回 の｢ なつ し ま｣ のＰＤＲによる 調

査で は水深£; 170m で あっ た。小|:1吉海|llはこ れらIEI吉

海【||の最も 南の位ii を占 め，そ の頂上部の水深はこ れま

で のI調介で は約1.050m( 今EI!)の浴 航調査では1,009m) 。

なお，1･j 1.11‘mill の 水深はＳｍｃｏtelal(19S 司によれば 水

深約50m である。

3. 潜航結果

潜航糾査は小11 11f海111のｉ 朗斜111の水深1.387m から

|;M始した( 琳航調在側線を[*3 に 示す)。 着廠立付近は

比較的平川な北貳`{吏りのややうね。た斜面であった。 海

底は溥く汕阪色の砂貫雌積物が咒1い。海底をうねった1,1S

まりの所々に黒色の露頭が認められた。その後疸|･｡部に

唯る|叩11根をジグザグに航走し北llした。途IIIの地形は

南西あるいは 南東ゐ'向 落ちの比較的･1りltな斜ｉ をliと

し。所々に鹵｡|ﾋ性と兒られる柘|･～数|- ｍの裂罅とみら

れる小規模な谷がいくつか存在した。比･殴的･|り1!な斜耐

11はａ 底点と同様にごく薄く1劃灰色の砂貿堆積物疫･Jて

いるが。そのl.‘位の川色の琳頭が琳出していることも多

い，そ の黒色の露齠は所々で枕状の喞驤を111したり。ま
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た亜角爍状になっていたりした。また， 数メートルから

数十メートルの閥隔で幅数cm から致十cm の帽の裂罅で

分断され，厚さおそらく戮十ｃｍ板状の形態を呈してい

ることが多い。ところによってはこの板状の底貲が接す

るところでは， 裂罅とは逆に鳥さ数十c・ 以下のプレッ

シャーリッジを形成していることもあった。

所々に南北性と見られる輻十～数十ｍはぱの裂罅とみ

られる小規模な谷の部分のその内側の急斜面部は，谷の

基底からの比高差が小さいものでは，平坦面を覆う黒色

の露頭と恐らく同じ底賈の断面が観察された。しかし比

窩差の大きいものでは，その上部では平坦面を覆う黒色

の露頭と恐らく同じ底賢の断面が観察されたが，下部で

は，10cm 程皮の中～小暉大の円～亜円暉屆が観察され

た。谷の底ではその幅が広い場合，明灰色をした砂質の

堆積物が表面を覆っていた。水深1,100m 以浅山頂付近

も基本的に南儼斜面と同様，枕状などの形振をした亜角

矇の郎分が一部に見られる平板状で所々に裂罅や，プレ

ッシャーり ツジ状 の表面が黒色の露頭が広く観察され

た。1,008m の地点で前方監観ソーナーで最も広いレン

ジで反応がなく，そこが小日吉海|11の最浅部であること

を確認した。底貿はここでも， 数十ｃｍ大の黒色の亜円

礫が点在する，同じく思色の表而がところどころけばだ

った露頭が顧つでいた。

その後，ぽぽ東方向へ向かい，途中前方監視ソーナー

で 認められていた，反射の方向へ|匈かった。彖浅郎から

は畑あるいはかな|〕急な斜ｉ を豹10【】ｍ･F り比較的平坦

な部分に達した。その途中は。後方にむかって上り斜価i

のため観察は有えなかったが，基底部では糧沛性の角縲

が総められた。東側のμSまりに到達するまでの海底はほ

ぼ水平かつ平坦で，表而にリ７プダレマークの見られるllj

灰色の砂貿の堆積物か比較的厚く覆っていた。

東側の高まりは水深約1,100m で平坦部からの比高は韵

30m 税度であった。そこで観察された底貿は西側の小111

111海|ll彖洩部の|司様のもであった。 途巾合計6個の轡石

資科を糾色の板状郎や亜角雌部，さらに谷地彫の内・ の

ji!部から採集したが，すべて数･|･ｃｍの厚さの熟水性と

みられるマンガン酸化物で，火山おは拝収できなかった。

４. 結 果のまとめ

所 剥の|| 的は小lift'海川における， 火山yl からなる覓

頒 節の観察を通して。 小|llli･海|||の火ljl地fi を研究する

こ とにあ･J た。 しかし， 結11 として今1111の調査では 暗実

に火山冫μ)露頭や火iii mi 物を観察採取することがで き

なか･j た｡
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M2 1hlf 海 山 周 辺 の 海 底 地 形{ 人 洋 水 深M1501 ，1505 に よ る}

Hr.2 S ｕｂｍａrｉｎｅｌｏｐｏｇr可)hyar χ)ｕｎｄ Ｈｉyi)sｈｉＳｅａｍｏｕｎtｓ(ａrlcrＯｃｅａｎ Sounding  Chertfi  1504 and 1505)

海 底 地 形 か らtlj断 し て ，11jら か に.|匕側 の･ 連 の|1111 海

|||の ‘ 部 を な す こ と, Stern ｅt al. 1989で 比 軟 的 新 鮮 な 玄

武ａ の,獎料 が ト レ ー，ジ で 採 集 さ れ て い る こ と か ら み て マ

ン ガ ン酸 化 物 の 部 分 は 表 層 か ら 恐 ら く&  I cm を 覆 っ て

い る の み で ， そ の| 位゙ に は 小ll ljf海 山 そ の も の を 彫 成 す

る 玄 武 冫2の 潜 穴あ る い は 火 山 砕j111物 が 存ｲ|ﾐす る も の と・

わ れ る （ 谷 の 内 曜 卜 部 で 観 察 さ れ た 礫 層 が 火|||叶jl･j物 の

llr能 性 か あ るj ．

ま た ， 解 析 さ れ た 地JFIが な い こ と ． マ ン ガ ン 酸 化 物 は

熱 水 性 と 思 わ れ る こ と や ，Ｂｌｏｏｍｅr et al (1989) £*.比 較 的

新 鮮 な 火 山II:を 懶;liし て い る の で ． 小ll.Vftili は 最 近 ま

j61y

で活助 してい た火|||であるこ とか 想像 される。 また，|||

体斜|rji衣111を磑うマ ンガ ン酸化物には， 裂か やプレ フシ

ャーリッジが頻雛に 認めら れるこ とから， このマ ンガン

酸化物 が磑,Ｊて からまだこ の斜向 か不安 定な状態にあ る

こ とか鯉像 される｡

助　　 辞
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チームの力々。「なり しま」の船長ほ か乗俶l 」の力々にお
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側３ 小11 古海山 の潜航 凋査 側線

Fig. 3 Survycd  irack line on Die Ko-Hiyoshi seamount.
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町 真 １　 プ レ ッ シ ャ ー リ ッ ジ 状 に 盛 り| 卜が･J た 板 状 の マ ン ガ ン酸 化 物

Photo  1 Pt でss11rela(lgelike 鈿ａt11rｅｏrplaty Ｍｎ,0 χide(leposil.

町 真 ２ 裂 罅 状 の 小 谷 基 底 部 のllj 礫

Ph(･t ｏ ２ Ｒｏｕｎｄｅ(lgr ａｎtlleｓallher ｏｏｌｏｆ阨 ｓll･(･like  small  <l(‘plx'ｓｌ Ｑｎ

JAMSTEC  J. Deep Ｓｅａ Ｒｅｓ..1411 刈S3


	マリアナ弧北部小日吉海山における｢しんかい2000｣による潜航調査結果の概要
	1. はじめに
	2. 日吉海山について
	3. 潜航結果
	4. 結果のまとめ
	謝辞
	引用文献




